
                             

平
成
二
九
年
四
月
に
三
校
統
合
し
た
、
松
山
小
学

校
が
開
校
し
ま
す
。 

毎
年
恒
例
の
地
区
大
運
動
会
が
盛
大
に
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
の
こ
も
っ
た
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
時
勢
に
よ
り
生
徒
数
減
少
か
ら
学
校
の
維
持
は

難
し
く
、
急
速
に
進
む
少
子
化
へ
の
危
機
意
識
を
持

ち
な
が
ら
も
各
学
校
で
は
閉
校
式
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
。
多
く
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、

地
域
に
支
え
ら
れ
、
時
を
刻
み
教
育
・
文
化
伝
統
を

引
き
継
ぎ
地
域
の
核
と
し
て
役
割
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
更

な
る
発
展
を
期
待
し
た
い
。 

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
地
域
の
行
事
の
場
と
し

て
、
ま
た
団
体
と
し
て
の
活
動
の
場
と
し
て
の
利
活

用
を
検
討
願
い
た
い
。 

連
絡
協
議
会
の
意
義
、
地
域
に
お
け
る
必
要
な
事

業
更
に
は
今
年
度
か
ら
交
付
金
制
度
に
変
わ
り
、
自

由
に
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、
よ
り
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
か
さ
れ
る
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学

校
と
の
協
働
事
業
の
見
直
し
も
余
儀
な
く
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
事
業
も
大
き
く
変
革
し
た
取

り
組
み
が
思
慮
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
セ
ン
の
特

色
を
生
か
し
た
事
業
を
期
待
し
た
い
。 

地
域
住
民
と
行
政
と
密
に
協
働
事
業
等
で
地
域

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
一
〇
年
を
経

過
し
見
え
て
き
た
も
の
は････

 

各
種
補
助
制
度
の
文
言
に
「
持
続
可
能
な
地

域････

」
と
い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
何

も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
地
域
が
自
然

消
滅
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
危
機
的
な
状
況
を

あ
お
る
よ
う
な
言
葉
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

子
育
て
環
境
等
で
凌
ぎ
合
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
協
働
」
と
い
う
文
字
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
流
れ
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
振
興
会
へ
の
自
由
裁
量
の
交
付
金
措
置
で
す
。

よ
り
地
域
力
を
試
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。 会

員
、
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
と
い
う
諸
団
体

か
ら
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
諸
団
体
の
在
り
方

も
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
為
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
翼
を
担
う
、
ま
た

主
体
と
な
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
で
あ
り
、 

地
域
住
民
で
す
。 

小
学
校
が
一
つ
に
は
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
こ 

運
動
会
の
結
果 

【
南
部
】 

優
勝 

大
川
渡 

二
位 

成
興
野
柏
谷
沢 

三
位 

臼
ヶ
沢
大
沼 

四
位 

地
見
興
屋 

【
山
寺
・
松
嶺
】 

優
勝 

四
組
（
仲
町
、
内
町
、
新
屋
敷
） 

二
位 

五
組
（
本
町
、
新
町
、
肴
町
、
上
竹
田
） 

三
位 

三
組
（
南
新
屋
敷
、
元
新
屋
敷
、
南
町
、
荒
町
） 

四
位 

一
組
（
川
先
、
横
町
、
中
ノ
丁
） 

五
位 

六
組
（
北
町
、
片
町
南
、
片
町
北
） 

六
位 

二
組
（
仲
町
、
上
荒
町
、
下
荒
町
） 

【
内
郷
】 

優
勝 

六
組
（
中
牧
田
、
相
沢
、
石
名
坂
） 

二
位 

五
組
（
中
竹
田
、
下
竹
田
） 

三
位 

三
組
（
小
見
） 

四
位 

一
組
（
土
渕
、
上
茗
ヶ
沢
） 

五
位 

四
組
（
下
餅
山
、
下
茗
ヶ
沢
、
引
地
） 

六
位 

二
組
（
上
餅
山
、
上
北
目
、
中
北
目
） 

三
校
統
合
に
よ
り
今
後
大
き
く
変
革
す
る 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会 

松
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
連
絡
協
議
会 

 

会
長 

池
田 

重
悦 

節 

目 松
山
総
合
支
所
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長 

 

樋
渡 

由 
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の
松
山
地
域
が
よ
り
強
固
な
一
枚
岩
と
な
っ
て
、
持

続
可
能
な
地
域
、
そ
し
て
此
処
に
暮
ら
す
こ
と
の
誇

り
を
発
信
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
多
種
多
様
な
事
業
に
参
加

い
た
だ
き
、
こ
の
地
域
の
誇
り
を
発
信
し
て
頂
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


